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「
地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
え
る
表
佐
を
目
指
し
て
」 

表
佐
地
区
連
合
自
治
会 

会
長 

高
木 

好
己 

会
長
に 
高
木
好
己
さ
ん
（
親
和
）
を
選
出 

 

連
合
自
治
会 

新
体
制
決
ま
る 

  

ち
さ
と 

表
佐
ま
ち
協
だ
よ
り 

202４年４月 １日 
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こ
の
度
、
表
佐
地
区
連
合
自
治

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
親
和

自
治
会
の
高
木
好
己
で
す
。 

2024

年
の
幕
開
け
と
同
時
に
起
こ

っ
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
多
く

の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

３
月
10

日(

日)

、
連
合
自
治
会
の
新
自
治
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、

連
合
自
治
会
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

出
席
者
の
互
選
の
結
果
、
会
長
に
は
、
親
和
自
治
会
の
高
木
好
己
さ

ん
が
、
副
会
長
に
は
、
共
栄
自
治
会
の
丸
山
仁
さ
ん
が
、
監
事
に
は
、
在

原
自
治
会
の
藤
墳
幸
生
さ
ん
と
大
興
自
治
会
の
早
野
恒
憲
さ
ん
が
、
選

出
さ
れ
ま
し
た
。 

新
自
治
会
長
さ
ん
の
任
期
は
、
４
月
か
ら
の
二
年
間
で
す
。 

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

近
年
、
地
震
、
台
風
等
自
然

災
害
に
よ
っ
て
、
甚
大
な
被
害

が
日
本
列
島
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
私
た
ち
の
地

元
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、

幸
い
に
も
こ
の
30

年
間
大
き
な

災
害
に
遭
遇
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
30

年
以

内
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

70

～
80

％
の
確
率
で
起
こ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

災
害
が
起
こ
っ
た
時
は
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
原

則
で
す
。
次
に
大
切
な
の
は
、
地

域
ぐ
る
み
の
助
け
合
い
精
神
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
頃
よ
り
災

害
リ
ス
ク
を
把
握
し
、
防
災
対
策

を
行
い
、
災
害
時
に
は
適
切
な
行

動
が
と
れ
る
よ
う
に
訓
練
を
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
連
合
自
治
会
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。 

各
自
治
会
長
の
皆
様
と
協
議
を

し
な
が
ら
表
佐
地
域
の
安
全
の
確

保
及
び
地
区
の
発
展
の
た
め
に
邁

進
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

協
力
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

４
月
は
ス
タ
ー
ト
の
月
で
あ

る
。
小
中
学
校
の
卒
業
式
が
終

わ
る
と
、
す
ぐ
に
入
学
式
が
あ

る
。
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
、
初
々
し
い
新
人
と
桜
花
爛

漫
の
月
。
し
か
し
人
生
の
記
念

の
一
コ
マ
が
、
コ
ロ
ナ
で
マ
ス

ク
、
在
校
生
や
保
護
者
の
参
加

も
制
限
、
国
歌
や
校
歌
も
発
声

は
せ
ず
心
の
中
で
と
、
異
様
な

光
景
が
数
年
続
い
た
▼
郷
土
の

色
々
な
行
事
も
、
飛
沫
感
染
を

避
け
る
た
め
中
止
や
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
や
助
け
合
い
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
分
断
さ
れ
た
か
に
見

え
た
。
危
惧
を
し
た
▼
よ
う
や

く
祭
り
や
運
動
会
が
実
施
で
き

た
。
文
化
祭
も
開
催
し
た
。
会

食
や
会
合
な
ど
も
再
開
し
た
。

コ
ロ
ナ
以
前
の
生
活
様
式
が

徐
々
に
で
は
あ
る
が
復
活
し
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
明
る
く

は
し
ゃ
ぐ
声
が
響
く
。
地
域
の

人
々
の
安
堵
と
喜
び
と
活
気
あ

ふ
れ
る
笑
顔
が
見
え
る
。
地
域

に
賑
わ
い
の
姿
が
戻
り
つ
つ
あ

る
▼
杞
憂
で
あ
っ
た
。
４
月
は

ス
タ
ー
ト
の
月
で
あ
る
。 

防災コーナーは 
お休みします 

 

新
自
治
会
長
の
皆
さ
ん 

（
敬
称
略
） 

昨年度の表佐地区防災訓練 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表
佐
剣
道
少
年
団 

表
佐
野
球
少
年
団 

がんばる表佐の子 

４・５月の休館日 
 
   

 
 

 

 

 

５月 １日(水) 
   ３日(金) 
       ～  

６日(月) 
７日(火) 

１４日(火) 
２１日(火) 
２８日(火) 

４月２日（火） 

   ９日（火） 

  １６日（火） 

  ２３日（火） 

  ３０日（火） 

 

 

４・５月の行事・講座 

 

感染症の流行、その他状況によって、延期・縮小・中止・開

催方法変更の場合があります。その場合には、回覧やホーム

ページ等でお知らせします。 

ちさと子ども教室 さつまいもの苗を植えます 

５月１１日（土） 9:30～11:30 表佐小南畑 

料理教室 季節の野菜を使った簡単な料理（後日募集）  

５月１１日（土） 10:00～13:00 表佐まちセン  

ちさと子ども教室 華道教室 きれいなお花を活けましょう 

５月１８日（土）  9:30～11:30 表佐まちセン 

いきいきふれあいサロン 楽器の演奏に合わせ合唱しましょう 

５月２３日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン 

 

行事・講座・教室名 

実 施 日 時 間 場 所 

いきいきふれあいサロン 大正琴とフラダンスをたのしみます 

４月２５日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン 

表佐まちづくり協議会総会 事業報告・決算承認等 

４月２７日（土） 19:00～20:30 表佐まちセン 
 

新年度 

新入団員募集中 

不
破
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対

抗
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
垂
井
・
表
佐
ク
ラ
ブ
は
３

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
こ
数
年
中
止

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
開
催
さ
れ
初
め
て
出
る
団
員

も
多
い
な
か
、
５
・
６
年
生
は

優
勝
を
、
４
年
生
は
た
す
き
を

繋
ぐ
こ
と
を
目
標
に
挑
み
ま
し

た
。 ６

年
生
に
と
っ
て
は
少
年
団

の
仲
間
と
行
う
最
後
の
行
事

で
、
走
る
こ
と
が
得
意
な
子
ば

表
佐
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
去
る
１
月
８
日
に
新
年
恒
例

の
南
宮
大
社
で
の
奉
納
剣
道
試

合
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

近
隣
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

東
軍
と
西
軍
に
分
か
れ
て
対
決

し
ま
し
た
。
重
要
文
化
財
で
あ

る
高
舞
殿
の
屋
根
に
雪
が
残
る

中
で
し
た
が
、
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
す
元
気
の
よ
い
声
が
響
き
渡

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

結
果
は
飛
び

込
み
面
が
決
ま

り
、1

本
。
東

軍
の
勝
利
に
貢

献
で
き
ま
し

た
！ 

か
り
で
は
な
い
な
か
、
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
４

年
生
も
完
走
し
団
員
全
員
が

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
プ
レ
イ

が
大
切
な
野
球
で
す
が
、
今

回
の
駅
伝
で
お
互
い
を
想

い
、
繋
ぐ
こ
と
、
や
り
き
る

こ
と
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。 

そ
し
て
６
年
生
は
沢
山
の

素
敵
な
思
い
出
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。
先
輩
方
の
よ
う

に
、
最
高
の
仲
間
と
最
高
の

プ
レ
イ
が
で
き
る
よ
う
、
在

団
生
は
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。 

表
佐
野
球
少
年
団
は
、
表
佐

小
学
校
又
は
垂
井
小
学
校
で

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
野

球
道
具
が
な
く
て
も
始
め
ら

れ
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度

体
験
に
来
て
下
さ
い
。 

 

 

中
日
新
聞
に
も
記
事
と
写

真
が
掲
載
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

３
月
に
は
段
級
審
査
会
に

て
３
級
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
６

年
生
に
な
る
の
で
、
小
学
生

が
と
れ
る
最
高
位
で
あ
る1

級
を
目
指
し
て
稽
古
に
励
ん

で
い
き
た
い
で
す
。 

 表
佐
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
は
随
時
団
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
19

時
半

～
20

時
半
に
南
体
育

館
で
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。
防
具
や
竹
刀
、
道

着
袴
も
団
か
ら
貸
し
出

し
が
あ
る
の
で
何
も
用

意
せ
ず
始
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
も
魅
力
で
す
。 

 ぜ
ひ
一
度
軽
い
気
持
ち

で
見
に
来
て
く
だ
さ
い

ね
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！ 

 


